
防衛基盤整備協会賞 Ｑ＆Ａ 
 

問１ 

 Ｑ：防衛装備品等とはなんですか？ 

 Ａ：防衛基盤整備協会賞の対象とする防衛装備品等とは、「 昭和４８年防衛庁訓令
第４号」に示された装備品等のうち、研究、開発、改善、改良等の過程を経たも
のです。  

      
問２ 

 Ｑ：自主的な技術とはなんですか？ 

 Ａ：社内の研究開発活動などによって得られた技術的成果やノウハウをいいます。
ただし、社内で利用可能な技術であっても、ライセンス許諾に基づくものや一般
的に利用されているとみなされる技術は含みません。必須なものではありません
が特許や実用新案として認められたものは、自主的な技術の例です。 

 

問３ 

 Ｑ：採用され、運用上優れているか、もしくは優れた性能等の結果が出ているもの
とはどのようなものなのでしょうか。 

 Ａ：運用時一定の性能発揮を担保されることが期待できる条件として、量産されるも
のは「量産契約」、それ以外については「完成検査終了」などが成立しているもの
を対象とします。 

 

問４ 
 Ｑ：防衛装備品等への適用の時期とはどのようなものですか？ 

 Ａ：防衛装備品等の研究・開発、改良・改善または生産技術の改善などにおいて、自
主的な技術の適用を終了した時点（○年○月頃）です。これにより提案された自主
技術適用の成果を、対象とする防衛装備品等に係る全体契約との関係での評価が
可能となります。 

 
問５ 

 Ｑ：協会賞の対象となる業績の分野として、「国、地方公共団体その他これらに準ず
る機関から直接委託を受け又は補助を受けて実施したものは除く」とありますが、
例えば、国との契約に基づいて開発した防衛装備品等は協会賞の対象とはならな
いということでしょうか？ 

 Ａ：国などとの契約で得られた技術的な成果は、協会賞の対象とはなりませんが、企
業が保有する技術的な成果は対象になります。なお、企業が国との契約時期と同時
並行的に検討した技術を直接、または変化させて防衛装備品等の開発に適用した
もので、当該技術の帰属が契約企業にある場合は自主的な研究開発として協会賞
の対象となります。 

また、過去において国などとの契約で得られた技術的な成果のうち、時間が経ち
商品への利用実績などがある場合には、企業が保有する技術的な成果に含めます。 

 

問６ 

 Ｑ：募集要領に示されたサプライチェーンに該当する企業とはどのような企業でし
ょうか？ 

Ａ：令和４年度防衛白書（第Ⅳ部第４章４）によれば、防衛装備品等の調達では、防
衛省が直接契約を結ぶプライム企業及び、当該プライム企業と契約を結ぶ、幅広い
分野・規模のサプライヤー企業が関与しており、これら装備品等にかかる企業の連
鎖をサプライチェーンと呼びます。 

  防衛省と直接契約を結ぶ防衛装備品等のプライム企業と下請負等の契約を結び、
幅広い分野・規模のサプライヤー企業で、防衛装備品等に組み込まれる代替困難な
特殊技術、部品、製品等の提供会社等をいいます。 


